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テ人聞二鷹用シタノデアッ&。 實二BCGハ1908

年『分離サ ㌣以來 「グゾセリン∫謄 汗友 ビ馬鈴薯

ヨ城 ノ曙 地二増養サ 政 牛型結核菌ノ培養 ヂァ

リ現在デノ}結穣』感染性ノアル総テノ動物二進行

性ノ病攣 ラ起ス能力テ全ク喪失シテ ヰ ル ノデア

ル。而モBCG「 ワクチン」ノ結核ノ爽病防正出'

有 効ナ事銚既『凝7絵 地ガナイ。何故二BCGガ

、結核ノ蛮病防止二有効ナノヂァルカ、何故結核ノ

撚 染ノ趨 噸 抗力瑠 サセノ軌 更一語テ鍵
ヘテ『～ 嚇 柳 冤疫機鞭 ・抑 ナルモノ・デァル

カ ニツイテハ從 來全 ク明 ニセラ レテハ ヰナガ ツタ

薯者一蕗糊 ノ麟 翔 魂 ントカ ー 助演 セ.
ンモノ楓 ツテBCG瑚 ヒテ動繍 膨 盛 冤・ヒ

疫畿生ノ時期或ハ其ノ持績期間二醜 シデBCGノ

被接種生髄内ノ生存期聞、BCGノ 燈内デノ塘殖

ノ有無 ソイテ桧 シ其ノ聞尋 スル概 關係㌧槍

討 シ、下 詫ノ如キ結果7得 タ。
く

3R-・ 方1$90年 始 メ テニRob幅Kochガ 　ツ 〈sル
ま ピヘ

ク泌ン」テ磯見 シテ以來、 ソノ伎 膚反癒 八機序粒

●喝 一1一 脚一



二特異性ハ結核ノ醸染ノ有無ノ診断筑鉄 クペカラ 稔ス)ハ1909年 始 メテR6mer及 ピJ6s脚h薦 境

ザ厩 ノデア藩 朔 一ナ 雌 方一勘BCGrワ ,r・P一 リ試 ミタ げ 以來、種 々ナ熊 ガ課
クチン」ノ未感染者ヘノ廣汎ナル接種施行 ト共ニ ラレテヰルクレドモ感染菌ノ浩長 卜「ツ」虚反態 魁

ソノ貴施ニアタツテモ又接種後7e防 禦力ノ畿現ノ ・tノ漕長、トテ比較考察 シタ'モノハナイノデ・i著者ハ

有無判定ニモ鋏ク〈功 ラザルモノナル事 ガ明ニナ 儲晋波製ノBCG「 ワクチ多」ラ天竺最ノ皮内及

・リ本鵬 ノ徽 的ナ槻察ノ・結核豫防封策上必要不 イ 岐 下二接種 シ 「ツ」反慮 噸 シ・薦ノ漕長 噛

可峡 ノ問麺 トナ ツタ。而 シテ人 ノ集團 二封 スル其 較 シテー一知 見 テ得 タノ デ併 セテ コ ・二報告 シタ。

ノ研究 ハサ キニ野邊地 、柳澤其 ノ他 ノ廣汎ナル研 本報告 分結核 ノ冤 疫機序 ノ蘭明 二多少 デ筆寄與 ス

究 テ ヨリ漸 ク達 セラ レタ。(10)而 ル ニ動物 二鴛 ル ト1コロア レバ宰甚 ト存 ズル次第 デアル6

ル 「ツK・7Yク1リ ンゴ皮 内反慮(以 下 「ツ」反 卜略 、,N

ノ ノ

芦 二 章 ・實 駐 方 法

(1)菌 株 及 膿 種菌液 當研究 所保存BCG株1検 シタ。."一・方 注射 後6日510臥2週 、3週 、4樋 、δ
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除 イテカ ラ秤量 シ此 ・,,ll超音 波照射.(久 保 田製作所
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。 第 ユ画BOG接 種後「ツ」反慮経過曲線
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ソレニ比 シ臓器内二少藪 ノ菌テ詮明 スル頻度ノ大
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コ,・二艘 内デノ接種菌 ノ薯 明ナ』レ檜殖 テ

設 シ得 タ。之 テ以 テ生結板 羅 疫成立 ノ

ノ ス好 職 明 ス磯 ニハ行 カナイガ少 クノ
トモ ソノ キツカク テ得 タル モノナ シテ興 ・一

味深 ク思 フモノデアルo

次 ニ コ・二述 一ざダ ツ」反慮〉'強サ/

曲 線 ヲ観 ル 、BC(ミ 皮杓 接種 ノ場合 モ皮

下接種 ノ蝪 合 モ何 レモ接種後3週 迄 ・・:・念

/

騨一一4-一 齢

易 シソレ以後ハ漸次曲線ハ上昇壌週乃至
垂

,歪



第5圏B◎G皮 下接種濠

、..∵ 糠 厭 串'/も
樋 頒 勲 シテ麟 灘 甥 合ノ・・9遇以虞

ミ へ

皮下接種フ場合ハ24週 以後 ヨリ念降 シテヰ)%コ

レ子接種BCG〃 浩長 卜比較 ス.ルニ(第4画 及 ビ

第5飼 参照)接 種BCGA皮 内法皮下法何 レノ方

法一於デ磯 鰯 所デノ接 鰍 職 一囎 シ〉 、詳 ンク趣 ル蜘 ク〔ヅ仮 慮ノ幽現 晶 時魂
ミ る ぴ

魂 後…嬬 職 少シ局脳 巴腺ヂー接種後3週 疫槻 ゆ 焼 ソ奪 勘 ノヨリ早ク出來破 内

衝 漸塘シソレ腰 嬬 一減少ヲ示シ沖%法 デノツ ノ嫉 カノ無 蜘RCG職 少τ∫駅
法 ノ揚合 ヨ リ強ク行 が レノレ/デ ア ラウ ト信 ズル。¥邸 チ接種BCGハ 接 種後2週 乃至3週 二於 テ瞠 内

警護譲 稀嘉擬磁 養畿ご讐コて葱二雌轟 轟 既 欝蔽
ヒ

念昇セシメ源 邸 ナッテヰバ ノ咽 ノル%憾 染防禦力又ノ・吻 鷹 熟漕長 ㌣ 蘇 一就

ヌ ニ皮 内接種 ノ揚合 ハBCG接 種 後19週 以 後ハ殆 イテノ、次報 二詳述 スル コ トニ スル。 ・

鎧 断 諭 翻 鎌 効 ツタ桝 ツ」購 モ亦
閥

〆チ

薪

,文 獣
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、1902・ ユ8・461・

,M6d.Exp,ユ89・;3:1.a15.
、'/5)Nd.fold・F':・D・nt.mecl・WaGh.・1904,3・ ∴
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、xl

丁度 ソノ時期 二相當 シテ

/ソ ノ強サヲ急 減 シ テ ヰ

ル。同檬 二皮下接種 ノ射

合 ヲ比較 シテ モ接種BCG

ガ髄 内 カラ殆 ド謹 明 セラ

beナ クナルノハ接種後25

週 位 デアルノ ニ樹 シ「ツ」
ま な

反慮ノ張サノ曲線 ノ急降
慮
スルノモ亦 ソノ頃論 當

シテヰル◎即チ接 種BCG

ソ 腱 内 ノ生菌量 ガ「グ」反

懸 ノ強 サヲ規定 スル カノ

.如 ク思 バ レル◎

尚 、BCGハ 皮 内i接種
ピ

ゾ 場合 卜同量 ノ皮下接種

ノ 瘍合 牽ヲ比較 ス ルニ皮

内法 ニ ヨタ揚 含か皮下秩

蔦 ヨル 甥合 ヨリ早期 二

・ 「ツ」反 磨 ガi渥ク出ノレコ

/∴激デ灘 轡灘 欝 各ぢ
皮下法ノ揚合 ヨう 「ツ」反慮ノ赫 績期間ガ短 ク叉

ぎ

皮 内ノ ソレガ艦内生菌 ノ謹 明期 聞モ短 イノハ次報 ・
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第 一 章 緒

雛 著者触 上ノ嚇 核ノ嬢 欝 二關スノ峻'

験的研究」(第1報)二 於テ

1,被 接麓生腱内二於ケルBCGノ 清長

2,BCG接 種後ノ生禮 ノ 「ツ」反慈/漕 長

3・生勘 二於 クルBCG/me長 畷 鰍 ノ「ツ」

＼、 ・ 第 二 章 實

實験動物ハ前報同様、燈重300g内 外ノ雄性ノ

麟 力吠竺鼠痛 ヒ読 テ藤 時鯨 ヨ亮 、

報

言

反慮ノ経過 トノ關係

1購羅 総講
験 方 法

タo

人型有毒結咳菌H蛛 接種時期

劉 ノ鵜細 純 雛 畿纏繍1講 蕪

羅 織鴛 蕪謡灘:譲灘灘1)
ノBC(駕 含ム・「ワクチン」1cc豊Pチ・mg/BCG而 シテBCG接 鰍 毎週 ・1司「ツ」購 及 磯

ヲ皮下ご注射 スル。1種 局所及 ビ局暫淋巴腺ノ攣化テ観察 シ、人型有毒

第騰2領 麟 デBCGテ 施サ燭 照群 トス 結核菌樋 後1鯛 目二 「エーテル」麻醗 ニテ殺 甦
ホ

ル。/・ シ剖見テナシ、佐藤秀ミ駿 ニ ヨリ感染防禦カヲ

而 万A、R、 σ、Dノ 各紬 、堀 如 ク時期 テ塗ikシ タ。

ヘテ人型有毒結核菌H2株 α1mg宛 テ皮下二接種 シ 蓮
1紙

簾

第 三 章 賓 験 成 績 ず
ボ

姻(第1圖A参 照)二 於 デハ、皮 内皮下接種9×9m加2以 下5×5mmt'以 上

爾群 野モ郵照二比 シ感染防禦カ ノ アル コ トカ認 メ ノ モノ

ラ レル ガ皮 内皮下接種群相互間 ニハ感染 防禦力ノ ..〃 。4×4mm2E!下 ノ モノ1'
　

明 カナ差 ハ認 メ ラvナ イガ・皮内接種群 ガヤ ・防 ノ三 ツニ分 テバ10零10斑 血似 上 ノモノギ池 ノご ツ
ミ し

禦 力 ガア々 ヤウ三思 バ レル。而 ルニ 「戸」反慮 ハ ノ ニ謄 スル モノ ヨ リ感染防禦 カノ著 明ナ ル4ハ 興味

庇 ノ時期 二於 テ スデニ皮内接種群 ト皮 下接 種群 ト

ノ聞 ニハ有意 ノ差 テ生 ジテヰル。(第1報 参照)

次 二此 ヲ 捨 」反慮 ノ程度 二依 リ(第1圖B参

照),一 『一 ノ

「ツ」反悠獲赤10x10mm似 上 ノモノ

ノ アル事 デ アル◎
の ノ

B組 二就 テハ(第2圖 参脚 皮内皮「映 二封照

二比 シ著明ナル感染防禦力 ノ アル 事タ示 シテヰ

ル.而 シテソノ鹸 防禦力破 醸 下擁 爾詳ノ

間 二差 ヲ見ナ イo

一6



第 ■圃BGG按 種 後2遍H・ ・人型有毒菌H曾株 ヲ接.

》 種セルモ〃 解剖所見 麟 、

(A) 、 ・ 呂二言窓篇 、

野

駆 《

偽7,翻 コ'り 磯9趣
Q唱 輝 唾 壷④

8も¢碗塾輪43`09,幅

羅 第3園BOG接 租 後2遍 自二人型有毒菌H魏 ヲ
解 ♂ 崔

…鍍種 セル モ ノ ノ解 剖所 見

(ム)∵ ・

¢奪 確 鍋 傷 獅}

・3くo蟹 向掃絃 励q艦 響、楓 '

(B)
朧

瀞欄雪藤
な

● 験1■N}＼..8c"v矯 鎗"gl騨

染 防禦カ

ニ差 ラ認

メ ラ レナ

ィ。之 二

反 シ皮 下

∴ 、接 種群 ハ

甚幽 互
♂菰塵酬崩蟹塗

きへ

《B)

津
蒲_髭
曳 ジ〆 、

麩
1罐

。、!

罪
サ ノツ

亀㌻ 惹 撫`・ 肇',・ 雫

嘱 ・

ヘウ ぽ ね す が ゆ 　 マ

〆 塾

_齢L㌧ 」L燗肉㌧

8CG竃 写穏舗u鱒`u鱒}

〆'塾

ド ㌦ 惣、'

第2園 解 剖所 見 〆 。、
岬砂._

蟹醐 蜘 畦 、3二,轟絶凹
、il癒 繍鱒・鶴穏鴨軌 唱 岬観 ・

ゾ ㌧ 御 す射o'爆'榔 ・・璃廠'弓櫓蝿 り,T

声

ナ

●《る義翰"BぐG畷 獅
ゆ轍群 葛織 飼

α 鋤
・?{s"}

◇礁?備耗猶鴨癒駒

侮 ゆ 助

臼ぐら像鮪,
鱒櫨.縦

{冠 君い

釣 照 ≧サ

窪型♪

C組

二就 テ 曳

ハ第3

圖A参

照)皮

丙接種、
亀 群ハ

、

「ツ」反

懸陰軸

後既戸

5=週テ

経過 シ

♂ ヰテ

封罧群

二比 シ

殆 ド感

ゴほもぬ タはか れ ヨ ぢめ イごゆ

・BCG麟 勲 麟(・'i勘 期K・ ・s・… の 部 二 淺 存

スル如ク多少ノ感染防禦♪ノ憂存スルテ見ルρ

次 二之 ヲA組 ノ如ク[ツ 」反慮ノ程度ニヨリ分

ツテ見 タガ(第3岡B参 照)動 物戴少キタメ

判然タル コトハ云ヘナイガ大燈二於テ感染防
4画P,ll

禦 カ ニ差 翠 アルP・ 云 ヘナイ。

D組 二麓 テ見 レバ(第4圖 参照)ス デニ爾群共

第4職BOG接 種後30週 目二木型布毒菌H§ 鳥
醸 株 ヲ接種 セルモノノ解剖所見

㌃ 町髄 ・・雛鳳
曳 窃 ㍉麟 巴 畷 編 磁

伽vt投'口 ・9・儀 争

懸 礁 ◎讐 縛 ・

5くG8A驚 機 墓辱qN》

:劉

縄

灘

≡ 』

8ぐ(』 竃等纏短 鑑警ほ 癖、

「ッ」反磨陰樽後激週乃至コρ週ヲ経過シテヰルノ

デアルガ斯喘 合　 鱒 ノ麟 防響力瑠 乃

一 一一7-一 齢
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レ燭 齢 ノ聞二差現 えイ・2ジ

更 轟 「ソ ♪ ア レル ギ由散態 ラー暦 明二指示 スル

K・ch親 象 二就 テ観 察 ス レ.ゼ

1・BGG接 腫 後2週 目二人型 有毒菌H2株O.1mg

.ヲ 接 種 セルモノニ於 テハ 「短」反懸陽韓 セル モノ

ノ ミニ著 明 二観 察 サ レ、 ド
ら

2・BCG接 種 後15週 旨 二人塑 有毒萄H2株01mg

ラ接 種 シタル モノ ニ於 テハ維 テニ著明 二観 察 サ レ
ゑ ぱ

ぎ

第 四1章

&BCG接 種後25週 目二人型有毒菌恥株Ohm9

テ接種 シタルモノニ於テハ感染防禦カノ認メラ称
ヘ ヘ

ル モノ ニ限 リK・ch現 象観 察 サ レデ
,ン

4.BCG接 種 後30週 日 二人型有毒菌H2株Odlmg

ヲ接 種 シタル 手ノ・x於テハKobhノ 現 象 テ認 メタ

モノハ山例 モ無カ ツタ。 篭

之ギ要 スノセニ・Kobhノ 現 象 』感染 防禦 力 トノ・。
は な

概 ネ蹴行 シテ現 レル事 ガ認メラレルo

纏括 虹二考案

、 以上 ノ事 カラ シテ 「ツ」反鳳K廟 現 象、感 「ツ」購 膜 轍 シベ 劾 ル モノ・・.モ感染防

染 防禦力及 ゼBCGノ 清 長5Z間 ニー定 ノ關 係 ノ 禦 カ アノをガ故 二.「ッ」「ア・uルギ」 ト冤疫 トハ李行

ナ噸 ガ認 ラレタ◎ ノ1セ ズ
～トナシテヰノレ・之等 ノ知躰 前者ノ誤 リナル

即チ「ツ」購 ノ陽輸 共憾 染防禦力モ次第』 ノ・鞭 験 於テ 「ツ」購 陰離 モ感染防鱒 ア

現 レ始メ 「ツ」購 噛 ん レー從 ツテ感染防禦 、!レモノーλ樋 一際 澗 相當翻 ナK◎c硬 象 ヲ、
カモ増大 スル如クヂァル◎然 シ「ツ」反懸ガ次第二 示 シ之 ノ現象 コ ソバ 「ツ」反慮 ヨリ更二端的ニ

メ

減弱 シ全ク陰輸 テモ猫物 ノ・多少ノ感染防禦ガ 「ツ」「ル ル群 」親 スモノナノ疇 堵 フノ峙

ソシテ更チ感染防禦方テ喪失セル時期二當 ツテハヲ認 メ〃事グ出來ル。歯 シテ此ノ時期aK・ Φ 魂

象ハ爾著明∴之 ラ認 メル コFガ 出來ル。然 シナガKOch現 象テ見ルモノナキ事ハ明ニソノ然ルペキ
き の

ラ 「ツ」反慮陰韓後数週ヲ経過 ジタ場合 デハ感染 所以ヲ示 シテヰルモノ ト思 フ。從 ツテ著者バー一般

僻 吻 激 シ此ノ齢 一一K・ch現象跡 認 橋 床的一齢 獅 「ツ」購 ・「ツ」「九
ソ ラレナクナル。

,ル ギー」イ強弱 テ測定 シ得 ル モノ デアル ガ・之 テ

以上贋 験 ヨ噸 レバ感染防禦力ノne長 ト「ツJ物 極栃 藤 丁ノ」「アレノレギー」ノ有辮 綻 ス

反葱ノ漕長 トハ略々一致 シタ経遮ヲ トル如》信ぜ ル コFハ 不可能 卜思 フ。又感染1防禦カノ槍査モ有

ラ レル。古來 「ツ」皮内反慮 テ以 テ測浩 シタル 毒菌ノ感染方法ニヨツテハ事實ト溺 キ冤疫 ノ存 ス
ヤ き

、「ツ」「ナ レルギー」 ト感染防禦力 テ以 テ測定 シタ ル揚合 デモ感染防禦力ナ キガ如 ク現 レル揚禽 モア

幅 結核勉 トノrp行關係テ否定セノ賭 報告(1,2,ノ ら 從 ツテBcGノ 如挽 疫元 一 ヨ ツ テ生 頭

3・4・S・6・Z8,9)カ レモ之等4研 究灘 唄 昌槍 「ツ」け レル ギー」イ冤疫 ノ出來 ノ・ジ収 ・ツ ノ
コ

軍 ス桝 「ツ、」反膨 齢 憾 染糠 力トノ蘇 等ノ漱 セ踊 ス塒 期衿 躇 者等翻 げ ヰ
ヲ著者ノ行ヘル如ク詳細 二研究 シタモノガ殆 ド}ル 「ツ」反慮ヤ感染實験法ヲ以芳判然 ト決 セント

く ほ

イ◎多 クノ・「ツ」反懸 糠 床的 二陰性 ニナ リ効 スル事 ハ詐 二考一 ネバナ ラナ イ ト・思フ。 か ノ現

モノ癒 難 鋤 瑠 メタ轍 一rツ 」rアレノvギ 地カラ瀦 一ヤ・羅 ナ贋 験方法f・ハアツタガ
げ

一」ト冤疫 ト2・李行 セズ トナ シ又 ハ冤疫 動物 二「ッ 「ッ」「ア レノkギー」 ノ強弱 ト感染防禦 力 トヲ比較

4"ptrク リン戸 翔 注射 スノ吻 嚇 殊方法 ヲ以テi・X上 述 城 績 テ得タ嬬 デアノレe
kl

、,1

触

第 三 礁 報 、

第 一 章 緒 言
ノ

結核罐 ガ結桟菌 二esル 疾病 ナル事 ガ明 ニサ レル ヤRobert.Kochハ 逸 早 ク加熱滅菌 セル死菌 ヲ用

菱 筆
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セテ側 澄繭 酸 セツ ト誹ミタガ、幾何 毛ナク見込
ま

ナ シ トシ テ 坤 ノ 試 ヲ放 棄 シテ シ マ ツタ 。 ・

然 シナ ズ ラ此 ノ線 二滑 ヅ タ 研 究 ハ其 ノ後 モL6-

wensfein(i)pC'il加etteG痴rh及 ビBrefon(2),

Uhlenhuもh,Mti皿er・ 及 ピ『'Grothm狐ll(4),汽{乃

テ徽 画 タ銅 レ壊 定的鑛 媒 ハ獲 ラレナρ

》タξ 亀`、 、、"

T「q,de8n(5)ハ 加熱輩菌 セ、ル積核菌 ヲ注射スル

事二依 リ抵抗カノ壇加スルンテ認メタガ、弱毒ノ
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澗 加熱噸 齢 聯 核菌 ち α5%「 フ琢ノレマ リ

ぞ」 耀 理 シタ モノ テ 「ワクチ 殉 トシデ謝 辰
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巫群 ハ 「ツゴ反磨陽轄 ス〉レガ第ly群 ハ全然 「ツ」

犀慮 ハ陽韓 シナ イ。且 第1躍 二示 ス如 ク死菌反覆

接種群(第1及 ビ第Ir群)ハe"ッ 」反慈 ノ獲現 ガ
ジ

生菌接種群(第 皿群)ノ モノニ比 シ邊 レル事ハ明

カデアル。而 キテ死菌反濁接種群ハ箏現ハ逞イガ
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ズ 軍
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ガ常時被接種生艘内ニアル如ク相當量テ反覆接種
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ぎ ま
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蓮 一第 亀報 二於 テ 「ツコ反慮 ノ清長 ト感染防禦 力

反 慮陽性 ノモノニ大膣 一致 シテ嚢現 シ生菌 ニ ョル

モ死菌 ニヨルモ共 二襲 現 スノ%'
ノ
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～

弱 スル ト共 二感染防禦力モ減弱久九ガ「ツ↓・
畦
,反慮陰韓後 モ荷暫クハ感染防禦力テ認メ得一

ノレo

ノ強サ トノ相互關係二獣 イテ研究 シ、BCGノ 腿

内生存期間F「 ツJ反 磨陽韓 セル期聞孫 ビ感染防
　 ち

禦力ノ存綾期「間虹二Koch現 象ノ磯現期聞ハ維テ、

略一致 スル事 ヲ詮明シタガ本報 二於ケル成績 テ併
餅

セ考察スルニ結核ノ冤疫テ賦與 スペキ冤疫元性ハ

結核菌膣 勃 ・熱 スノレコ己 的 失四 レル毛ノデナ、
ノ

イ事 ヲ明 ニシタ ト同時二結核冤疫 ノ沿長パ燈内結
　 ノ

核菌 ノ量 ト大 イ芦關係 シソレガ生菌 幻 レト死菌 外
り く

ぞレトテ 問 ハ ズ 膣 内菌量 ト李行的 二 「ツ」反慮 、

KQ山 覗 象及 ビ感染防禦力 モ増 減 スルモノノ如 ク

思 バ レル縦 隊

●ノ
5

,
6

・7s

論

「ツ」反懸陰韓緩尚感染防禦力ヲ認メ得ル期

間ニハKoch現 象 ハ ナ ホ著明』認メkラレ

ノレ6

BCG .im加熱死菌モ菌膿 ガ常時被接種生膿内

ニアル様相當量テ反覆接種湾レバ生菌接種

時同様二 「ツ」反慮ヲ陰韓セシメル事ガ出

來 叉感染防禦カヲモ獲現 セシメ得ノ㌔
ま

非病原性抗酸性菌 妹 モ湧一」加熱死菌バ

充分大量ヲ反覆接種スル曇 「ツ」反憲ヲモ

陽轄セシメ得ズ、K亮h現 象 モ示サズ又感 ・

摯薩禦力ヲモ示サナイ。 ・穿
/

稿 テ終ルニナタ リ終始御懇篤ナ聴御指導テ賜 ヅ

タ恩師柳澤謙博士二深謝スル次第 デアル。 ・

一轍_ユ ユ_醐 一



 1)  Lcwensibein, E., in Kolle, W.,  and von  Wass-

  ermann,  Handbach-der pathogenen  Mikrocorgaius-

  men,  1928,  V, 171. 

 2)  Petroff, S. A.,  J. Am. med. Assen., 1927,89, 

  285. 

 3)  Uhlenhuth, P., Dent. med.  Woth,  1923, 49, 
 1197. 

 4)  Uhlenhutli, P.,  Muller, A.,  Un,  Grethman.u, 

 t 

  Dent.  med. Wocii., 1927, 53, 1807. 
 5)  Truclean, E. L., Medical  Nemo, 1905,  87,1 1. 

 6) Calmette, A.,  u  Gudrin, C., Ann Inst.  Pasteur,' 
 1807, 28, 329. 

 7)  Lotffllor, F, Deut. amt.  reed,  Wocb., 1913, 39, 1025. 
 8)  Zinsser, H., Ward, H. K.,  und  Jennings, F. 

  B.,  J.  Ithmanol.,  1926,  12,97, 

 9) Petroff, S. A., u. Ssewart, F. W, J.  Immunol 

 _ 

 1925,10, 719. 

10)  Petroff, S. A., Branch, A., n. Jennings, F. B., 

 J.  Immunol.,  1929, 16,  233. 

 11) Soper, W. B.,  Alpert,  L..  K. Adams, M.  J.,

 Am. Rev.  Tuberc., 1933, 28, 667, 

12) Branch,  S., u,  Enders, J. F., Am.  Rev.  Tnb. 
 ere., 1935, 32,  595. 

13) Opie,  E.  L., u. Fraund, J., J. Exp. Mod., 

 1937, 66, 761. 

14) Couloud, E.,  Rob. de  la  Tuboroulose, 1934. 2, 

  850,  . 

15)  Saeng, A., Compt.  Lout  Soo.  de biol., 1953, 

  120,  1050. 

(16) Hens1,  G.,  13.3itr, z.  Klin.  Tbk.; 1937, 93, 2b. 
17)  Lapate,  R., C. r. Soc.  Bial., 1939, 130,  1170, 

 18)  H  nsol, G., Beitr. a.  Klin.  Tbk.,  1938,. 91, 

 442.
19)  Rammon,  G:,  Lemeobayer, E.  u:  Richnr, R., 

 Rev  d'Immunol.,  1935, 1, 199 

 20) Birkhang, K.,  Brii.  Med.  J..1940, 10, 3, 

21)  Bebeann, J. A.,  Toma et.  Garagnli, A., C.  r

  Soc. Biol., Paris, 1937, 126,  522. 
22)  Doirso; F. van, C. r.  Soc. Biol., Paris,  1938,, 

 127, 202. 

23)  Freund; J.,  Casal. J., u. Dorothy S., J.  Im. 

 munol., 1940, 38, 67.

24)  Hehre,  E., J.,Inimuipl. 1939, 36, 285.  . 

 25)  Casals. J., u J. Freund, J. Immunol.,. 1939. 

  36, 399. 
26)  Natel,  R.,  Ann.  Pasteur, 1938,  61, 121. 

27)  Freund, J.,  Cosals,  J.,u.Hostror E. P.,  Piave., 

  Soc.  E.xp. Biol  Med,.  1937, 37, 509. 
28) Saeng, A., Compt.  nmid,  Soc.  de biol., 1935, 

 120, 870.
29)植田 三朗 、遠藤 勇 三 、東 京醫事 新雑誌,第62年 、 第

l

va

31111號.

30)大 林客二、昭和18年3月 第17囘 聯 合微生物 學曾総
を ミ

會 、演説 、

31)  Maragliatto,  Cohgr, de  xfidd, interne de  Pado-

  ne,  1913. 

32)  Barsarelll, F,.  Congr.  de  m6d. interne  db  Pa-

              \ 

  done,  '1913. 

33)  P1a1041.E. W., Am. Rev.  Tubero.,  1938,




